
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度以降の生活バスよっかいち継続運行のためのお願い 

 

ＮＰＯ法人生活バス四日市では、令和３年度以降も継続してバスが運

行できるように、ダイヤを改正し、行政の補助金の増額、協賛事業者様

の募集などに取り組んでいます。 

しかし、運行に不足する資金を賄うには至っていません。 

令和３年度はこれまでの内部留保金を活用し、赤字覚悟で運行を継続し

ますが、このままでは令和４年度はバス運行を廃止せざるを得ません。 

今後も安定してバス運行が継続できるように、皆様方の協賛金のご協

力をお願い申し上げます。 

                  

令和３年１０月 

ＮＰＯ法人生活バス四日市 

理事長 西脇 良孝 
 

 

 
 

生 活 バ ス 
よ っ か い ち 
応援してください 

を 

路線図 

外部での主な評価・報道（抜粋） 

平成１９年 ６月 中日新聞記事 ＮＰＯが自主運行「生活バスよっかいち」 

平成１９年１１月 ＮＨＫ「難問解決 ご近所の底力」出演 

平成２０年１２月 総務省「平成２０年度地域づくり総務大臣表彰」受賞 

平成２１年 ３月 経済産業省「ソーシャルビジネス５５線」受賞 

平成２１年 ５月 月刊地方自治 職員研修制作情報誌 新しい「参加」への挑戦 地域で作る公共交通「生活バスよっかいち」 

平成２２年 ２月 中部運輸局 情報誌 住民・企業の協賛に支えられる、ＮＰＯ法人によるコミバス運営 

平成２２年 ３月 朝日新聞記事 コミバス成功４カ条 

平成２２年１１月 経済産業省事例集 身近な場所から街へ「出かけよう」生活バスよっかいち 

平成２５年１０月 中部運輸局「公共交通の利用拡大等に寄与している団体」受賞 

平成２７年１１月 ＣＢＣ放送 地方創生「生活バスよっかいち」 

 

発行元：特定非営利活動法人 生活バス四日市 

連絡先：理事長 西脇 良孝 

TEL/FAX 059-361-6686 携帯電話 090-2348-2429 E-mail sbus_yokkaichi@ybb.ne.jp 

Web サイト https://www.rosenzu.com/sbus/ 
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生活バス四日市の利用者数の推移

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重交通バス垂坂線（近鉄四日市駅前～垂坂公園）が利用者の減少により、平成１４年５月末で廃

止となりました。地元住民から「買い物・病院へのアクセス手段がなくなるのは困る」という声を受け

て、ＮＰＯ法人生活バス四日市を設立し、新たな公共交通機関としてバス路線「生活バスよっかいち」

の運行に取り組みました。 

従来の公共交通運営の仕組みとは異なり、地域住民が主体となり、地域企業等の協力を得なが

ら、地域自身が求める公共交通を自分たちの手で企画・運営しています。 

住民主体の地域密着型で運行する全国初の路線バス運行となりまし

た。 

平成１５年度から運行開始し、平成２０年度には、「地域づくり総務大臣

表彰」をいただきました。 

平成１５年度の運行から約１９年間、地域住民の生活を支えるため、運行を継続してきました。 

買い物、病院、銀行、駅など、生活に必要なサービス施設へ行くためにご利用いただいています。 

生活バスよっかいちに乗ると、羽津医療センター、守屋レディースクリニ

ック、いとう整形外科クリニックなどの医療施設や、スーパーサンシ大矢知

店などの商業施設、さらに、ヴィラ四日市などの福祉施設に行くことができ

ます。 

路線名のとおり、地域住民の生活を支えるバスです。 

①バスに乗ってこのバスを残そう、と存続を訴える掲示をバス車内・外に行い、新聞や、市広報、はづだ 

より等での記事掲載に取り組んでいます。 

②バス利用者への利便性向上として、ダイヤ見直し、停留所の増加、新たな協賛企業獲得へのはたらき 

かけに取り組んでいます。 

 

生活バスよっかいちとは？ 

全国初！ 

地域住民の生活を支えるバス 

生活バスはこんなに便利！ 

継続に向けた取り組み 

運賃 １乗車１００円 
応援券（定期券）１か月  1,000 円 
        ６か月  5,000 円 
       １２か月 10,000 円 

超高齢社会では、お買い物だけでなく、医療施設への移動手段の確保が重要となります。 

生活バスよっかいちは、お買い物ができるスーパーサンシ様のほか、羽津医療センター様をはじめとする複

数の医療施設を経由して運行しており、このバスを継続して運行していくことが地域にとって必要です。 

また、全国初の地域主体のバスを市内各地域に広げるためにも、生活バスよっかいちを守らければなりません。 

自分の将来の移動手段や、これからの交通のあり方について考えていただけませんか。 

自分の将来の移動手段について考えて欲しい 

生活バスの経営状況 

地元企業様からの協賛金、市の補助金で成り立っています。 

これまで支えていただいた協賛企業様の経営の見直しなどにより、令和３年度から協賛金が減少しま

した。 

このままでは生活バスよっかいちの運行を継続することは困難です。 

どなたでも、どこまで乗っても 
１乗車１００円のバスです！ 


